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所

財
団
法
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全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

慈
善
摯
軌

振
替
東
京
三
美
○
○

発
行
人
　
阿
部
竜
伝

編
集
者
　
伊
東
堅
純

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
社

基
本
的
綜
合
意
識
で
解
決
を

1
静
岡
大
会
の
協
議
題
の
解
決
策
1

　
静
岡
大
会
は
県
仏
の
熱
意
と
、
会
場

の
豊
富
さ
で
随
分
盛
り
上
り
を
見
せ
た

が
各
部
会
の
研
究
議
題
も
か
な
り
真
剣

に
討
議
さ
れ
た
。
特
に
槽
信
徒
部
会
と

い
う
新
機
構
が
司
っ
た
の
は
、
教
団
と

て
の
新
た
な
方
途
を
明
し
た
も
の
で
非

常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。罫

局

ぎ
欝
噸

に
は
「
検
討
い
た
し
ま
す
。

方
面
と
話
し
合
い
や
折
衝
を
し
た
上
で

と
か
充
分
努
力
い
た
し
ま
す
」
と
い
っ

た
よ
う
な
紋
切
型
の
答
弁
で
、
一
年
た

っ
て
も
や
て
っ
い
る
の
か
、
放
棄
し
て

い
る
の
か
解
ら
ぬ
と
い
う
批
判
や
攻
撃

が
随
分
あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
そ

の
通
り
で
あ
る
の
が
多
か
っ
た
し
、
ま

た
仏
教
界
に
末
端
ま
で
の
組
織
に
お
い

て
協
力
性
や
理
想
が
ほ
と
ん
ど
生
き
て

　
　
元
来
こ

　
の
種
の
面

長　
議
に
お
け

　
る
、
当
局

野　
や
議
長
団

岩　
な
ど
の
通

　
有
な
答
弁

　
よ
く
関
係

お
ら
ぬ
た
め
、
ま
た
特
に
宗
門
宗
派
組

織
が
ほ
と
ん
ど
中
心
で
あ
る
だ
け
に
止

む
を
得
ぬ
点
も
あ
る
が
、
然
し
大
会
毎

に
前
の
決
議
は
ど
う
し
た
と
云
は
れ
、

年
々
歳
々
の
こ
と
だ
が
止
む
を
得
ぬ
こ

と
と
思
わ
れ
て
も
い
た
。
一
点
を
打
て

ば
全
仏
に
響
く
と
い
う
調
子
に
仏
教
界

は
あ
ら
な
く
て
は
と
切
に
思
わ
れ
る
。

い
つ
の
日
か
ま
た
離
れ
の
手
か
に
よ
っ

て
そ
ん
な
も
ど
か
し
さ
が
な
く
、
次
の

大
会
が
開
か
れ
る
と
い
う
風
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
大
会
に
も
前
の
決
議
は
ど

う
し
た
と
い
う
声
が
あ
り
、
今
後
へ
の

注
意
も
し
き
り
に
促
が
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
や
れ
る
こ
と
は
や
れ
る
。
や

れ
ぬ
こ
と
は
や
れ
ぬ
と
ハ
ッ
キ
リ
明
か

に
す
べ
き
だ
と
準
備
会
な
ど
で
は
申
し

合
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
今
年
の
議
題
に
は
文
意
の
不
足
や
意

味
不
明
と
思
わ
れ
る
の
も
相
当
あ
り
、

説
明
者
に
も
答
弁
者
に
も
説
明
の
方
向

や
程
度
な
ど
に
迷
う
節
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
例
へ
ば
仏
教
徒
の
社
会
事
業
は
も

っ
と
仏
教
精
神
を
も
て
と
か
、
寺
院
の

維
持
経
営
方
法
が
何
と
か
、
政
治
と
宗

教
と
の
可
分
不
可
分
の
問
題
と
か
、
結

論
を
出
す
の
で
な
く
仏
教
全
体
の
動
き

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
に
、
結
論

を
ど
こ
に
持
っ
て
ゆ
く
か
を
先
ず
き
め

て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
の
も
相

当
あ
っ
た
。
こ
れ
は
教
門
全
体
が
共
通

し
た
歩
み
や
欠
陥
を
も
つ
以
上
当
然
の

懸
案
だ
が
、
解
決
策
が
多
岐
に
直
り
簡

単
に
は
決
着
し
得
な
い
こ
と
と
思
え

る
。
こ
れ
は
そ
の
議
題
へ
の
的
確
な
答

弁
や
処
置
を
出
す
よ
り
は
、
教
界
全
体

に
対
し
て
幾
つ
か
の
基
本
的
に
し
て
、

不
可
欠
な
方
策
や
線
を
力
強
く
打
ち
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
に
答
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り

解
決
策
は
「
ど
う
し
た
」
「
ど
う
し
た
」

と
い
う
範
囲
内
よ
り
は
綜
合
性
の
あ
る

基
本
的
な
方
法
を
各
宗
派
と
共
々
に

打
ち
出
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
答
え
が
あ

る
の
で
、
一
面
議
題
を
越
え
た
と
こ
ろ

に
教
導
関
係
者
の
す
べ
て
が
考
究
し
実

行
す
る
所
に
そ
の
結
論
が
あ
る
と
思
え

る
。
な
か
に
は
例
外
と
し
て
、
例
え
ば

興
宮
太
子
の
仏
者
に
つ
い
て
の
師
で
あ

る
恵
慈
法
師
の
実
績
を
顕
彰
せ
よ
と
い

う
一
朝
鮮
仏
教
徒
の
提
案
な
ど
狭
い
問

題
だ
が
、
今
を
盛
り
の
仏
教
史
学
者
へ

の
未
聞
の
要
請
を
し
た
な
ど
は
注
目
に

価
し
よ
う
。

　
つ
ま
り
今
年
度
の
議
題
の
根
本
に
横

た
わ
る
問
題
な
り
解
決
策
は
合
同
機
関

は
勿
論
、
各
宗
団
、
一
般
団
体
す
べ
て

の
当
事
者
に
向
っ
て
考
究
し
解
決
を
促

す
の
で
、
答
者
も
間
者
も
責
任
を
同
等

に
負
担
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
へ
き
て
い
る

と
思
え
る
。
つ
ま
り
一
問
一
答
は
先
ず

全
体
責
任
の
一
答
一
問
で
あ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
教
界
の
前
進
策
が
示
さ
れ
る

と
い
う
感
じ
が
、
今
年
度
大
会
の
協
議

の
中
で
一
層
看
取
さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
全
仏
は
勿
論
、
教
派
宗
団
や

各
団
体
関
係
者
が
一
問
一
答
に
関
連
し

た
教
化
的
責
任
を
同
格
的
に
負
担
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
占
…
が
明
瞭
に
さ
れ
た

こ
と
だ
と
思
う
。

　
　
（
全
仏
文
化
局
長
　
岩
野
真
雄
）

　
九
千
の
大
会
同

　
　
盛
況
裡
に
終
っ
た
静
岡
大
会

　
恒
例
の
第
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会

議
が
六
月
の
一
日
、
二
日
置
亘
っ
て
静

岡
市
駿
府
会
館
に
於
い
て
開
か
れ
た
。

　
今
年
の
大
会
の
特
色
は
、
こ
れ
ま
で

念
願
で
あ
っ
た
檀
信
徒
部
会
を
設
置

し
、
婦
人
部
会
も
大
動
員
し
て
、
九
千

名
の
僧
俗
が
一
体
と
な
っ
て
、
世
界
平

和
、
人
類
福
祉
の
貢
献
に
役
立
ち
た
い

と
の
前
例
が
な
い
活
気
的
な
大
会
で
あ

っ
た
。

拳
旧
旧
記

「いざゆかん〃　われら仏教徒」駿府会館総会

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
史
上
最
大
の
九

千
名
の
参
会
者
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
た

第
一
日
目
の
駿
府
会
館
は
午
前
七
時
頃

か
ら
団
体
バ
ス
で
続
々
と
集
ま
り
、
静

岡
市
自
慢
の
マ
ン
モ
ス
会
場
は
、
み
る

み
る
う
ち
に
う
ま
り
、
開
会
午
前
九
時

に
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
来
会
者
で
、

ま
こ
と
に
前
代
未
聞
の
活
気
的
な
大
会

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
静
岡
は
創
価
学
会
の
発
生
地
で

も
あ
り
学
会
関
係
の
種
々
の
催
し
や
行

　
　
り

事
が
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
…
横
目
で
指
を

く
わ
え
て
い
た
地
元
の
全
仏
教
徒
の
闘

魂
が
今
大
会
を
盛
会
裡
に
お
さ
め
た
大

き
な
原
因
で
あ
っ
た
。

　
初
日
の
第
一
日
は
九
時
か
ら
黒
田
組

織
局
長
の
開
会
宣
言
に
よ
っ
て
、
ま
ず

・
不
ー
ル
首
相
に
参
加
者
全
員
で
弔
意
を

表
し
、
高
階
全
仏
会
長
、
訓
覇
理
事
長
、

松
村
県
仏
会
長
、
文
部
大
臣
、
県
知
事
、

市
長
、
イ
ン
ド
，
セ
イ
ロ
ン
大
使
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
高
階
会
長
の
「
仏
心
に

帰
れ
」
の
講
話
と
竹
田
恒
徳
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
組
織
副
委
員
長
の
「
日
本
の
仏
教

徒
に
望
む
」
と
の
二
つ
の
講
演
が
あ
っ

た
。
　
続
い
て
午
前
十
一
時
か
ら
会
議
が
開

か
れ
、
十
二
時
閉
会
、
会
議
終
了
後
キ

ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
潰

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
常
葉
学
園
音
楽

部
学
生
に
よ
る
仏
教
讃
歌
の
合
唱
等
を

行
っ
て
午
後
一
時
に
は
五
部
会
も
各
会

場
で
部
会
の
幕
を
切
っ
た
。

　
な
お
大
会
終
了
後
園
仏
黒
田
組
織
局

長
が
松
村
寿
顕
県
仏
会
長
と
会
談
し
た

際
、
松
村
会
長
は
今
大
会
の
感
想
を

「
今
度
の
大
会
が
成
功
し
た
ま
ず
ひ
と

つ
の
原
因
は
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
静
岡
県
仏
の
各
戸
、

県
内
各
市
、
郡
仏
の
絶
大
な
協
力
の
賜
・

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
静
岡
県
仏
で
も
っ
た
槽
信
徒
部

会
は
予
想
外
の
よ
い
結
果
を
生
ん
だ
が

今
後
の
仏
教
界
は
、
こ
う
い
つ
た
方
面

の
活
動
に
い
ろ
い
ろ
と
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
に
我
々
仏
教
徒
の
真
の
目
的
が
あ

り
、
大
い
に
こ
の
点
を
砥
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
た
。

△

△

△
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第
＋
二
回
静
岡
大
会
部
会
報
告

　
第
一
部
会
、
第
二
部
会
に
於
て
二
仏

よ
り
提
案
さ
れ
た
「
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒

は
仏
教
文
化
の
国
際
的
交
流
を
図
る
と

と
も
に
国
内
に
お
い
て
は
、
全
一
仏
教

運
動
組
織
化
の
た
め
の
実
行
策
を
強
力

に
推
進
し
よ
う
」
と
い
う
総
務
、
国
際
、

組
織
、
文
化
の
各
局
と
直
接
関
係
の
あ

る
十
九
議
題
が
審
議
さ
れ
、
第
三
部

会
、
第
四
部
会
の
独
立
部
会
に
は
各
二
．

議
題
ず
つ
が
付
托
審
議
さ
れ
た
。

　
第
一
部
会

日
時
　
六
月
一
日
午
後
一
時
十
五
分
～

　
　
　
五
時

場
所
　
県
民
会
館
ホ
ー
ル

議
案
　
第
二
、
六
、
八
、
九
、
十
一
、

　
　
　
十
六
、
　
一
、
二
十
一
、
二
十
．
二
、

　
　
　
二
十
三
の
脛
押
議
案

部
会
長
　
栗
本
俊
道
、
白
山
亮
一
、

　
　
　
　
狩
野
獲
麟

議
運
　
　
丹
羽
廉
芳
、
杉
本
良
智
、

　
　
　
　
議
院
絶
三
、
望
月
舜
堂
、

　
　
　
　
山
崎
軌
道
、
結
城
儀
郎
、

　
　
　
　
藤
田
広
道
、
熊
野
竜
夫
、

　
　
　
　
新
美
孝
道

本
部
　
　
黒
田
悪
筆
、
岩
野
真
雄
、

　
　
　
　
岩
本
昭
典
、
別
所
蛍
雪
、

　
　
　
　
小
瀬
川
亮
晃
、
古
宇
田
亮
文

参
加
者
　
三
〇
〇
名

　
○
部
会
開
始
前
に
鹿
内
氏
よ
り
「
雪

仏
は
議
決
さ
れ
た
案
件
は
必
ず
実
行
に

移
せ
」
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
栗
本
俊
道
部
会
長
は
「
内
容
に

よ
り
実
行
に
移
す
よ
う
全
仏
に
依
頼
す

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
第
一
部
会
が
開

会
さ
れ
た
。

　
二
号
、
宗
団
組
織
を
強
化
す
る
た
め

寺
院
の
厚
生
福
祉
を
如
何
に
充
実
さ
せ

る
か
そ
の
具
体
的
方
途
如
何
。

　
　
　
　
曹
洞
宗
山
田
義
道

　
こ
れ
に
つ
い
て
提
案
者
よ
り
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
っ
た
。
即
ち
、

　
①
各
宗
団
の
教
線
拡
張
は
全
高
の

伸
展
で
あ
る
。

　
②
各
個
別
寺
院
の
伸
展
は
経
済
的

基
盤
の
充
実
に
外
な
ら
ぬ
。

　
③
一
宗
団
、
一
置
賜
で
な
く
て
各

宗
各
派
に
共
通
せ
る
具
体
案
を
全
仏
が

ま
と
め
あ
げ
て
こ
れ
を
全
国
的
に
普
及

さ
せ
よ
。

　
質
疑
一
、
二
あ
る
も
こ
れ
に
対
し
全

戸
は
徹
底
化
を
約
束
す
る
と
い
う
こ
と

で
採
択
さ
れ
た
。

（
開
会
式
で
全
国
民
の
平
和
を

祈
る
二
仏
会
長
）

　
六
号
　
創
価
学
会
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
月
遅
同
　
岡
本
　
薫

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
た
、
提
案
者
は

①
創
価
学
会
の
邪
教
性
に
つ
い
て

②
創
価
学
会
打
倒
の
義
務
性
に
つ
い
て

③
創
価
学
会
打
倒
の
方
策
に
つ
い
て
の

　
三
つ
を
力
説
し
特
に
打
倒
の
方
策
に

、
つ
い
て
は

一、

V
聞
、
…
雑
誌
等
の
マ
ス
コ
ミ
機
関

を
説
得
し
て
協
力
し
て
も
ら
う
。

二
、
仏
教
系
の
政
治
家
に
も
働
き
か

け
、
信
教
の
自
由
侵
犯
を
理
由
に
布
教

禁
止
の
運
動
を
お
こ
す
。

三
、
神
道
、
基
督
教
と
も
協
力
し
て
総

攻
撃
の
運
動
を
展
開
す
る
。

四
、
破
邪
顕
正
の
大
会
を
開
き
、
デ
モ

行
進
を
行
な
い
、
ま
た
街
頭
に
出
て
ビ

ラ
を
配
る
。

五
、
選
挙
は
何
党
で
も
学
会
と
戦
う
も

の
に
協
力
し
て
、
学
会
の
進
出
を
阻
止

す
る
。

六
、
以
上
の
活
動
を
す
る
た
め
寺
社
が

中
心
と
な
っ
て
、
信
徒
を
団
結
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
、
破
邪
を
や
り
な
が
ら
正
法
の
興
隆

に
真
剣
に
努
力
せ
よ
。

　
と
い
う
具
体
案
を
あ
げ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
新
潟
県
仏
の
福
井
氏
よ

り
「
全
仏
は
今
日
迄
創
価
学
会
対
策
を

如
何
に
具
体
化
せ
し
め
た
か
」
と
質
疑

あ
り
、
全
仏
側
よ
り
、
　
「
昨
年
八
月
に

『
創
価
学
会
の
批
判
的
解
明
』
を
刊
行

を
実
施
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
更
に

こ
れ
に
対
し
福
井
氏
は
「
全
仏
は
財
閥

よ
り
浄
財
を
得
て
言
論
戦
、
文
書
戦
そ

の
他
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
実
施
す
べ

し
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
福
井
氏
の
発
言
に
対
し
て
、
静

岡
県
仏
の
春
田
氏
よ
り
「
文
書
戦
も
大

い
に
結
構
だ
が
、
あ
ま
り
む
つ
か
し
い

文
書
を
書
い
て
も
そ
ん
な
も
の
を
読
む

人
は
お
ら
ぬ
、
も
っ
と
安
易
な
方
策
を

立
て
よ
」
と
反
論
が
あ
っ
た
り
し
て
、

多
く
の
人
の
発
言
が
あ
っ
た
が
部
会
長

が
「
一
議
題
二
〇
三
間
の
質
疑
で
あ
る

の
で
こ
の
辺
で
次
の
議
題
」
に
移
る
と

発
言
が
あ
る
と
曹
洞
宗
の
松
浦
氏
よ
り

「
こ
う
し
た
重
大
な
問
題
に
対
し
て
二

〇
分
と
は
何
事
。
明
日
迄
か
か
っ
て
も

討
論
せ
よ
」
と
発
言
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
問
題
は
仏
教
界
あ
げ
て
の
大
問
題
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
の
実
行
策
は
全
仏

に
一
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
面
的

に
採
択
決
定
を
さ
れ
た
。

　
一
号
、
政
治
の
中
に
仏
教
を
（
殊
に

聖
徳
太
子
の
憲
法
精
神
を
）

　
　
　
　
真
宗
木
辺
派
　
西
　
信
明

　
聖
徳
太
子
憲
法
こ
そ
一
宗
一
派
及
び

全
日
本
人
に
適
し
て
い
る
。
東
洋
倫
理

道
徳
の
加
味
さ
れ
た
憲
法
を
と
訴
え
参

加
者
の
全
員
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

　
八
号
、
　
『
精
神
復
興
、
仏
教
興
隆
』

の
救
国
運
動
を
全
国
一
斉
（
毎
月
八
日
）

に
起
そ
う
。
仏
政
同
狩
野
獲
麟

　
現
在
、
政
治
不
信
と
社
会
不
安
は
い

よ
い
よ
深
く
太
平
ム
ー
ド
の
蔭
に
高
情

犯
罪
は
激
増
し
、
理
想
喪
失
に
よ
る
精

神
的
危
機
は
ま
す
ま
す
つ
の
る
現
状
に

か
ん
が
み
仏
教
徒
の
使
命
を
敢
行
す
べ

く
毎
月
八
日
（
釈
尊
降
誕
）
を
「
精
神

復
興
、
仏
教
興
隆
」
の
日
と
定
め
、
全

国
の
寺
は
一
斉
に
鐘
を
鳴
ら
し
、
ポ
ス

タ
ー
を
貼
り
、
幟
り
を
立
て
（
都
市
に

は
ア
ド
バ
ル
；
ン
を
上
げ
）
宣
伝
力
i

等
を
使
用
し
、
寺
を
中
心
に
精
神
的
、

人
づ
く
り
の
倫
理
、
仏
教
人
生
観
に
よ

る
祖
国
愛
、
隣
人
愛
、
等
の
布
教
活
動

を
行
う
。

と
の
意
見
に
満
場
一
致
採
択
さ
れ
た
。

　
二
十
一
号
　
仏
教
徒
は
こ
ぞ
っ
て
仏

教
政
治
同
盟
に
加
入
せ
よ
。

　
　
仏
教
同
志
ク
ラ
ブ
　
摩
尼
清
之

　
こ
れ
に
つ
い
て
摩
尼
氏
は
N
H
K
に

三
十
一
年
勤
務
し
た
経
験
か
ら
、

　
今
日
の
政
界
は
実
力
者
八
名
の
中
に

五
十
名
の
次
期
者
が
あ
り
、
あ
と
四
百

何
十
名
か
の
残
り
は
陣
笠
で
あ
る
。
我

々
は
こ
う
し
た
人
達
に
日
本
の
政
治
を

ま
か
さ
れ
ぬ
。

　
世
界
平
和
、
人
類
福
祉
を
め
ざ
す
政

治
を
推
進
し
、
実
現
せ
し
む
る
た
め
仏

政
同
に
参
加
を
望
む
と
の
提
案
は
参
加

者
全
員
の
意
見
の
一
致
を
見
て
採
択
さ

れ
た
。

　
九
号
　
意
訳
読
舗
聖
典
の
編
さ
ん
急

務
を
訴
う
。
融
通
念
仏
宗
　
滝
野
弘
澄

　
「
日
本
人
に
は
日
本
語
の
聖
典
を
」

従
来
の
漢
訳
聖
典
読
論
は
、
そ
れ
な
り

に
有
難
い
所
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
聞
く

者
に
わ
か
る
経
典
、
読
む
者
に
わ
か
る

経
典
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
か
ろ
う
と

信
ず
る
。

　
現
在
、
仏
教
徒
が
原
典
で
な
い
漢
訳

に
執
着
し
て
い
る
こ
と
は
時
代
に
お
く

れ
を
と
る
一
つ
の
原
因
で
あ
る
が
。
わ

か
り
や
す
く
親
し
め
る
、
人
生
問
題
の

解
決
を
指
示
す
る
索
引
の
あ
る
聖
典
が

必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
全
仏
は
多
く
の
識
者
学
者
特
．

に
一
線
活
動
の
晶
晶
当
事
者
の
意
見
の

集
成
に
よ
っ
て
、
権
威
あ
る
統
一
化
さ

れ
た
（
個
々
別
々
な
一
人
よ
が
り
の
意

訳
で
な
い
）
読
ん
で
荘
重
、
聞
い
て
有

難
い
、
ど
の
宗
門
に
も
共
通
し
た
、
読

講
意
訳
聖
典
の
編
さ
ん
発
行
実
現
を
提

案
す
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
提
案
は
福
岡

大
会
に
於
て
も
採
択
さ
れ
た
が
本
年
は

是
非
事
案
の
具
体
化
を
う
な
が
し
た
い

と
提
案
が
あ
り
、
広
島
の
上
封
よ
り
、

「
野
仏
は
今
後
善
処
す
る
の
場
当
り
で

は
い
か
ぬ
」
と
質
疑
あ
り
、
全
仏
文
化

局
長
は
「
良
く
了
解
し
た
」
と
の
討
論

で
全
面
的
に
採
択
を
み
た
。

　
＋
一
号
　
社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る

宗
教
の
社
会
化
問
題
。

　
　
　
　
福
岡
県
仏
　
二
十
二
鉄
鎧

　
相
手
を
拝
む
心
に
て
対
酌
さ
れ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
択
決
定
。

　
＋
六
号
　
教
団
に
お
け
る
勤
労
青
少

年
対
策
　
　
　
大
谷
派
　
永
井
利
正

　
宗
教
家
は
労
務
に
つ
く
現
場
の
指
導

者
、
青
年
の
個
々
の
精
神
的
心
構
え
を

も
た
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し

参
加
者
の
意
見
の
一
致
を
見
て
採
択
決

定
し
た
。

　
二
＋
三
号
　
花
ま
つ
り
に
つ
い
て
。

し一．　一滞
，

竃　ヒぐ


